
知事から提出された予算・条例案などを審議し、
総額90.4億円に及ぶ補正予算を可決しました。第364回 ９月定例県議会の概要（９月20日～10月23日）

議会広報ポータルサイトを制作する高校生との打合せ　関連記事４面▶

あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

県議会広報PRキャラクター
「兵議博士」

ひょう ぎ はか せ

歴史ある県公館で本会議を開催！歴史ある県公館で本会議を開催！

◆ �令和４年度兵庫県一般会計歳入歳出決算など計23件を
決算特別委員会で審査（９月29日～10月18日）し、
認定

決算案件（計23件）

◆ �私立学校に対する助成に係る国庫補助制度の堅持及び
一層の充実を求める意見書

◆ �消防団員の確保対策及び消防団活動の支援の充実を求
める意見書

◆ �生涯を通じた国民皆歯科健診の実現を求める意見書
◆ �「2024年問題」に関する対策を求める意見書
◆ �ブラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を

求める意見書
◆ �地方財政の充実・強化に関する意見書

意見書（計６件）

◆ �私立学校に対する助成に係る国庫補助制度の堅持及び
一層の充実を求める意見書提出の件

請願（計１件）

◆ 令和５年度兵庫県一般会計補正予算（第３号）
◆ 令和５年度兵庫県営住宅事業特別会計補正予算（第１号）
◆ 令和５年度兵庫県勤労者総合福祉施設整備事業特別会計補正予算（第１号）
◆ 令和５年度兵庫県農林水産資金特別会計補正予算（第１号）

01 台風第７号に伴う災害への対応　53.9億円
早期の再建に向けた、被災者生活支援、中小企業や農林水産業の再生支援、

施設等の復旧・復興対策を実施

02 豚熱への対応　0.7億円
まん延防止・発生予防対策に対し所要の予算措置を講じるとともに、発生

農場等の経営支援策を実施

03 県民生活の安全・安心の確保　31.1億円
県こども家庭センター・警察間の情報共有のリアルタイム化による児童の

安全対策の強化、自転車用ヘルメットの着用率向上に向けた取組等を実施

04 本庁舎の再編　4.7億円
耐震強度が不足する庁舎からの移転・撤去を計画的に推進

◆ 旅館業法施行条例等の一部を改正する条例
◆ �兵庫県立特別支援学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
◆ 兵庫県水道用水供給条例の一部を改正する条例　など

予算及びその他議決案件（計28件）

1� ひょうご県議会だより 2023（令和５）年 秋号 No.139



代表質問（９月25日）

※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる「インターネット中継」でご覧いただけます。

県
立
大
学
授
業
料
等

無
償
化
に
つ
い
て

兵
庫
県
の
社
会
、
経
済
へ
の
波
及
も
含

め
た
県
立
大
学
無
償
化
の
効
果
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
県
立
大
学
の
魅
力
向
上

の
取
組
や
財
源
面
の
説
明
は
。

大
学
院
を
含
む
県
立
大
学
の
無
償
化
は

兵
庫
の
若
者
が
安
心
し
て
希
望
す
る
教

育
が
受
け
ら
れ
る
、
少
子
化
・
人
口
減
対
策
と

し
て
の
若
者
・
Ｚ
世
代
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一

つ
。
産
学
連
携
の
取
組
や
卒
業
生
の
県
内
就
職

な
ど
、
産
業
の
競
争
力
強
化
に
大
き
な
期
待
が

持
て
る
。
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
県
立
大
学
の

強
み
を
活
か
し
た
改
革
を
行
う
と
と
も
に
、
行

財
政
改
革
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
て
い
く
。

自
由
民
主
党

大お
お

豊と
よ 

康や
す

臣た
か

◆ 

加
西
市

A Q

行
政
委
員
の
報
酬
は

日
額
報
酬
に
す
べ
き

行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
る
観
点
か

ら
、
行
政
委
員
の
報
酬
は
直
ち
に
日
額

報
酬
と
し
、
県
民
に
理
解
さ
れ
や
す
い
制
度
と

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

行
政
委
員
の
職
務
内
容
や
職
責
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
月
額
報
酬
と
し
て
き

た
が
、
全
国
の
状
況
を
見
る
と
、
日
額
制
へ
の

見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。
他
団
体
の
見
直
し
状

況
や
本
県
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
県
政
改
革

の
観
点
か
ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
日
額
制
へ

の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
・
調
整
を
進
め
、
来

年
２
月
議
会
に
お
い
て
必
要
な
条
例
の
改
正
を

提
案
し
て
い
く
。

維
新
の
会

鍔つ
ば

木き 

良よ
し

子こ

◆ 

加
古
川
市

A Qこ
ど
も
の
生
命
、

生
存
を
守
る
取
組

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
体
制
強
化
、

警
察
と
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
円
滑

な
運
用
な
ど
、
こ
ど
も
の
生
命
と
最
善
の
利
益

を
守
る
た
め
の
県
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
。

児
童
虐
待
へ
の
対
応
力
強
化
の
た
め
、

県
と
警
察
の
役
割
分
担
と
連
携
の
あ
り

方
を
明
確
に
し
た
運
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
体

制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
の

意
見
を
尊
重
し
、
そ
の
最
善
の
利
益
を
優
先
す

る
取
組
を
拡
大
す
る
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
命
と
利
益
を

守
る
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
。

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

橋は
し

本も
と 

成な
る

年と
し

◆ 

宝
塚
市

A Q

不
妊
治
療
へ
の
支
援
策
の

拡
充
に
つ
い
て

不
妊
治
療
が
国
の
保
険
適
用
で
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
た
が
、
一
部
保
険
適
用
外

と
な
っ
た
治
療
へ
の
助
成
等
に
よ
り
、
不
妊
治

療
へ
の
支
援
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
？

不
妊
治
療
支
援
検
討
会
を
設
置
し
、
県

内
の
治
療
中
の
患
者
を
対
象
に
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
費
負
担
や
治
療
で

き
る
医
療
機
関
が
な
い
地
域
の
交
通
費
負
担
の

ほ
か
、
職
場
の
理
解
、
役
所
の
手
続
き
等
、
金

銭
的
負
担
以
外
の
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
を
行

い
、
費
用
負
担
の
軽
減
、
仕
事
と
の
両
立
、
若

者
を
対
象
と
し
た
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
推
進
な
ど
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党

越こ
し

田だ 

浩ひ
ろ

矢や

◆ 

神
戸
市
長
田
区

A Q

（一部をご紹介します。）

議会の政策提言機能強化や議員の政策
立案能力の向上を図るため、「政策実
現のための条例立案のプロセスとポ
イントについて」をテーマに、関東学
院大学法学部教授の津軽石氏をお招き
し、政調懇話会・政策法務研修合同研
修を開催しました。

耐震性不足により議場棟が使用できな
くなったため、９月定例会を試行的に
兵庫県公館で行いました。
前回本会議を実施した県庁３号館７階
大会議室よりも傍聴席を多く（70席）
確保することができました。議場のあ
り方については、今後も検討していく
こととしています。

10月23日

大学生と議員との政策議論を通じて、若者の感性や発想
を議会に反映させるとともに、議員からのアドバイスや
意見を、ゼミの研究、実践活動に活かしてもらうことを
めざして、県内の大学ゼミを対象に「県議会サテライト
ゼミ」の受け入れを行っています。
今年度は、神戸学院大学経済学部の学生達が「食品ロス
の問題」、「ペットボトルキャップの効果的な回収方法」、

「防災のための高齢者のデジタルデバイド問題」につい
て発表し、議員との有意義な意見交換が行われました。

大学生サテライトゼミの実施

政調懇話会・政策法務研修合同研修の開催

兵庫県公館で本会議を開催 9月20日～10月23日７月７日

【産学連携】�主に大学などの教育・研究機関と企業が連携する取組。用語解説

【行政委員】�行政の中立的な運営や行政運営の公正を確保する等の理由から、
長から独立し設置された機関である行政委員会で事務を執行する者。

用語解説

【プレコンセプションケア】�将来の妊娠を考えながら、女性やカップルが自分
たちの生活や健康に向き合うこと。

用語解説

※10月３日を除く

広告欄のため不掲載
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一般質問（９月26日～28日）

消
防
力
の
強
化
に
向
け
た
消
防
広
域
化
推

進
計
画
と
県
消
防
庁
創
設
の
必
要
性
は
。

消
防
の
広
域
化
は
地
域
の
消
防
・
救
急
の

充
実
化
に
有
効
。
県
内
11
の
消
防
本
部
が

３
つ
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
で
、
初
動
体
制
の
強

化
等
メ
リ
ッ
ト
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

市
町
等
と
連
携
し
消
防
の
広
域
化
を
進
め
る
。

前ま
え

田だ 

と
も
き

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

神
戸
市
東
灘
区

QA
学
校
内
で
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
。

学
校
や
地
域
、
市
町
と
も
連
携
し
て
、
学

校
内
の
居
場
所
の
更
な
る
体
制
の
充
実
に

向
け
検
討
し
、
居
場
所
の
確
保
と
そ
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
外
部
人
材
の
活
用
も

重
要
な
た
め
、今
後
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

竹た
け
尾お 

と
も
え

◆ 

公
明
党

◆ 

西
宮
市

QA
各
市
町
の
潜
在
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

実
感
の
伴
う
対
策
に
つ
い
て
。

都
市
部
の
潜
在
待
機
児
童
の
高
止
ま
り
を

踏
ま
え
た
地
域
ご
と
の
要
因
分
析
・
利
用

調
整
の
あ
り
方
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
待
機

児
童
が
多
い
１･

２
歳
児
の
速
や
か
な
受
入
に
繋

が
る
小
規
模
保
育
事
業
の
拡
充
等
に
取
り
組
む
。

佐さ

藤と
う 

良よ
し
憲の

り

◆ 

維
新
の
会

◆ 

伊
丹
市

QA

大
鳴
門
橋
自
転
車
道
開
通
を
見
据
え
た
今

後
の
淡
路
島
へ
の
誘
客
促
進
に
つ
い
て
。

大
き
な
交
流
圏
が
で
き
る
と
期
待
す
る
。

周
辺
整
備
に
地
元
市
長
も
熱
心
で
将
来
的

に
は
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
離
発
着
も
視
野
に
入
れ

た
い
。
市
と
連
携
し
観
光
需
要
を
更
に
掘
り
起

こ
し
淡
路
島
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

太お
お

田た 

や
す
ふ
み

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

南
あ
わ
じ
市

QA
県
政
推
進
に
は
、
県
民
本
意
で
県
政
を
自

分
事
と
捉
え
る
職
員
の
意
識
が
重
要
。

対
話
と
現
場
主
義
を
基
本
と
し
て
職
員
一

人
一
人
の
「
県
民
本
意
」
の
意
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
部
局
の
垣
根
を
越
え
て
多
角
的

な
視
野
を
持
っ
た
職
員
を
育
成
し
、
新
時
代
に

向
け
た
兵
庫
づ
く
り
に
挑
ん
で
い
く
。

伊い

藤と
う 

傑す
ぐ
る

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

神
戸
市
須
磨
区

QA
県
立
大
学
の
授
業
料
等
無
償
化
に
よ
る
他

の
学
生
、
若
者
県
民
と
の
均
衡
に
つ
い
て
。

国
レ
ベ
ル
で
高
等
教
育
へ
の
負
担
軽
減
の

支
援
を
も
っ
と
行
う
べ
き
だ
が
、
設
置
者

と
し
て
先
駆
け
て
県
立
大
学
の
無
償
化
を
行
う

と
表
明
し
た
。
県
と
し
て
も
奨
学
金
返
済
支
援

策
の
更
な
る
充
実
・
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

黒く
ろ
田だ 

一か
ず
美み

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

神
戸
市
垂
水
区

QA
市
町
の
費
用
負
担
な
ど
、
新
た
な
手
法
に

よ
る
早
期
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
。

費
用
負
担
の
あ
り
方
を
含
め
、
信
号
機
設

置
に
関
す
る
新
し
い
手
法
を
検
討
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
関
係
機
関
と
も
協
議

の
上
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
県
民
の
安
全
安
心
の

確
保
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

小こ

林ば
や
し 

昌ま
さ

彦ひ
こ

◆ 

無
所
属

◆ 

小
野
市

QA

医
療
的
ケ
ア
児
を
育
て
る
保
護
者
の
方
が

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
居
場
所
や
長

時
間
の
受
入
を
行
う
事
業
所
の
地
域
情
報
の
提

供
な
ど
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

白し
ら

井い 

た
か
ひ
ろ

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
灘
区

QA
商
工
会
、
商
工
会
議
所
に
お
け
る
経
営
指

導
員
の
今
後
の
定
数
に
つ
い
て
。

小
規
模
事
業
者
数
を
基
準
に
算
定
し
た
定

数
は
減
少
方
向
に
あ
る
が
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
安
定
に
は
経
営
指
導
員

の
果
た
す
役
割
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
現
場

の
声
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

橘た
ち
ば
な

 

秀し
ゅ
う

太た

郎ろ
う 

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

豊
岡
市
及
び
美
方
郡

QA
が
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
機
能
を
一
層

充
実
さ
せ
る
た
め
の
、
県
の
施
策
は
。

が
ん
拠
点
病
院
等
が
参
画
す
る
協
議
会
で

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
利
用
促
進

の
取
組
を
促
す
と
と
も
に
、
様
々
な
媒
体
を
活

用
し
て
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
患
者
会
等
と

連
携
し
な
が
ら
更
な
る
普
及
に
努
め
て
い
く
。

北き
た
野の 

実み
の
る

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

姫
路
市

QA
北
朝
鮮
に
よ
る
兵
庫
県
民
拉
致
被
害
者
の

帰
国
支
援
（
政
府
へ
の
働
き
か
け
）
は
。

県
で
は
引
き
続
き
他
都
道
府
県
や
「
家
族

会
」、「
救
う
会
」
等
と
し
っ
か
り
連
携
し
、

本
県
出
身
の
有
本
さ
ん
・
田
中
さ
ん
・
金
田
さ

ん
を
は
じ
め
全
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
に
向

け
国
へ
働
き
か
け
、
機
運
醸
成
に
取
り
組
む
。

大お
お

矢や 

卓た
く

志じ

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
垂
水
区

QA

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
や
南
部
の
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
基
準
を
満
た
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
阪
神
北
準
圏
域
内
に
お

い
て
も
高
度
急
性
期
及
び
救
急
医
療
の
機
能
が

大
き
く
充
実
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

里さ
と

見み 

孝た
か

枝え

◆ 

公
明
党

◆ 

伊
丹
市

QA
性
加
害
を
起
こ
さ
せ
な
い
社
会
づ
く
り
、

再
犯
防
止
の
取
組
の
充
実
に
つ
い
て
。

電
話
相
談
事
業
の
活
用
や
支
援
機
関
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能

を
付
加
す
る
な
ど
、
出
所
者
等
の
相
談
支
援
や

孤
立
防
止
の
取
組
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
性

加
害
の
再
犯
防
止
に
努
め
て
い
く
。

中な
か
村む

ら 

大だ
い
輔す

け

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
北
区

QA
流
総
計
画
は
窒
素
放
流
水
質
40
㎎
/
Ｌ
を

実
現
し
、
豊
か
な
海
を
再
生
す
べ
き
。

漁
業
関
係
者
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が

ら
、
播
磨
灘
で
の
知
見
や
実
績
を
踏
ま
え
、

大
阪
湾
流
総
計
画
の
窒
素
放
流
基
準
引
き
上
げ

を
国
へ
要
望
し
、
全
庁
を
上
げ
て
瀬
戸
内
海
漁

業
の
本
格
的
な
復
活
を
目
指
し
て
い
く
。

吉よ
し
岡お

か 

た
け
し

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

神
戸
市
垂
水
区

QA
西
宮
市
で
の
客
引
き
行
為
等
禁
止
地
区
の
指

定
と
客
引
き
行
為
増
加
へ
の
対
策
に
つ
い
て
。

西
宮
市
と
丁
寧
に
協
議
を
重
ね
、
県
と
し

て
指
定
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。
増
加
す

る
客
引
き
行
為
に
対
し
て
は
、
集
中
的
な
取
り

締
ま
り
、
定
点
で
の
監
視
活
動
、
抜
き
打
ち
巡

回
等
を
行
い
、
快
適
な
環
境
の
確
保
を
図
る
。

大お
お

前ま
え 

は
る
よ

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

西
宮
市

QA

（一部をご紹介します。）

● 吉岡たけし 議員	 【流総計画】「流域別下水道整備総合計画」の略で、当該水域に係る下水道整備に関する総合的な基本計画。
● 佐藤良憲 議員	 【潜在待機児童】希望する認可保育施設に入れなくても、ほかに入所可能な施設があるなどの理由から、自治体が待機児童数に含めていない子どものこと。

一般質問用語解説

９月26日

９月27日 ９月28日

一般質問は、
質問日毎に
各QRコードから
視聴できます。

広告欄のため不掲載
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常任委員会の地域開催

議会訪問団がアメリカ合衆国の
ワシントン州等を訪問

産業労働常任委員会と県民との
意見交換会

議会広報ポータルサイト　令和６年２月開設予定！

兵庫県とワシントン州が友好・姉妹提携60周年を迎えたことから、本県
と同州との友好交流の一層の発展に貢献するため、内藤議長を団長とす
る友好訪問団が同州を訪問しました。現地では齋藤知事と共に共同声明
調印式等に出席するなど、州知事や州議会議員等と交流しました。
また、同国の先端技術産業の動向や、持続可能な社会の構築に向けた取
組、日本へのインバウンド観光促進拠点などについて現地調査も行いま
した。

県議会では、地域で様々な活動を展開している県民の皆さ
まの声を常任委員会の審査や調査研究活動に反映していく
ため、意見交換会を実施しています。
今年度は丹波市において、シリ丹バレー推進協議会の皆さ
まと「地域経済の成長を加速させるスタートアップの育成
強化について」意見交換を行いました。

高校生をはじめとする若い世代に県議会を身近に感じてもらうとともに、県議会広報におけるICT化への取組を促進するため、
県議会ホームページ内に若者向けの議会広報ポータルサイトを開設します。
現在、公募による高校生達が、個性豊かなコンテンツを制作するべく、打合せや議会見学を経て、順次議員取材を行っていると
ころです。
さぁ、どんなコンテンツができあがるのか、楽しみに待っていてくださいね！

11月１日 11月８日
11月６日

9月12日～17日

編集・発行 〒650-8567 神戸市中央区下山手通５丁目10番１号　　TEL.078-341-7711（代）　　FAX.078-362-9031

県
議
会
ニ
ュ
ー
ス

県
議
会
ニ
ュ
ー
ス

若者目線で
県議会を見つめる

打合せ風景

議員取材

議会見学

県民の皆様に県議会の役割や機能について、一層の理解
促進を図るため、常任委員会を地域でも開催しています。

【文教常任委員会】
と　き：11月１日
テーマ：「義務教育の推進」
地　域：相生市

【産業労働常任委員会】
と　き：11月８日
テーマ：�「地域産業の活性化と

戦略的な産業立地の促進」
地　域：養父市

ワシントン州議会議員と活発に議論

広告欄のため不掲載
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ジチタイアド　 092-716-1401まで


